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「 凸 と 凹」
シー ト１： （第一回 目の始めに提示）
Ａ 子 き んは妹 と ジグソ ーパ ズルを して いて、 色 んな もの の Ｆか たち」 が頭 に浮かん
で き ま し たむ
写真 （ジグソーパズルの拡大図）
＜ 抽出カミ予想さ れ る事項 〉
・ ある 程 度規則 性 を持っ 危 デコ とボコ （西 凹） はそ れぞ れ何 に見える か？
・ 細胞 か ？ 細 胞 膜か ？
⇒ 突 起、 ｂｕ 鮒ｉ玉鳩 出 芽、 ア ポクリ ン分 泌、 細 胞突起 ⇒微 絨毛、 線毛
憩 室、 細 胞 膜 貫 入 ⇒ 基 底 貫 入、 カ ベ オ ー レ Ｃａｖｅｏ１ａｅ、 膏 の 縫 合
膜 動輸 送： エク ソサイ トー シス（開口 分泌）、 エ ンドサイ トー シス（飲 作用、 食作用）
な ど
＜ 行動 と して期 待 する 事項＞
・ 個々 の パ ズルの 形の 規則性 や、 定型 的な 凸凹 の組 み合 わせ構 造に気 づく。
・ 細胞 や 物体 の表 面 が膨れ たり、 引っ 込んだ：り しな がら 多様牲 を持っ こ とに気 づく。
） ・ 具体 的 に、 細 胞膜 の 変化 を 伴う 物質 輸送 （膜 動輸 送） や 運動 状態の細 胞の 形態 との類似
点 に 気 づ く。
一 ３ 一
２ ０ ０ ６ － Ｂ１－Ｔ２－６
ｒ 西 と 凹」
シ ー ト ２ ： （シー ト１ による討論 が一段 落ついたら提示）
写真プレート２
図 Ａ： 下： ア ポクリ ン分泌 をする 腺
上； 七輸 で 焙ら れる鮮 （表 面の 一部カミ突出 して 膨 れ上 がる像）
図 Ｂ： 偽 足を 伸 ばして 移動 申の マクロ ファー ジ
図 Ｃ： 受容 体介 在 性エ ン ドサイ トー シスによ り形 成さ れっ つ ある 被覆小胞
図 Ｄ： エク ソ サイ トー シス （開 口分泌） によ り分 泌さ れる 分泌 物
＜抽出の予想される事項＞
図 Ａ 管状 構造 は 何か？ 細 胸の 遊離 面に突 出 した 構 造 は何か ？
⇒ 腺終 末か ？ 分泌 様式 （ア ポクリ ン分 泌、 そ の 他） ？
⇒ ぷ一 っ と膨 れる餅 （鳳 船、 泡な ども類 推可 能）
図 Ｂ： 細胞 の 出っ 張り （突起 ？） は何 か？
⇒ 偽足 を伸 ばして移 動す る （アメー バ様） 運 動、 食細 胞（細 胞 内穎粒か ら）の 動き
⇒ ナメ ク ジ、 カ タツ ムリ、 蕾 の新芽 な どを類推 可 能
図 Ｃ： 膜 が貫 入し て小胞 を形 成自 膜の 両面 に見 える 粒 状の 物質 は何 か？
⇒ 膜受 容体、 被 覆 小胞、 クラ スリ ン
⇒ ギ ョウ ザ、 申華 ま ん、 オ ブラー ト、 サッカ ー ボー ルな どを 類推可 能
（物カ泡 み込漢抗るイメージ享 （クラスリン構造）
図 Ｄ 黒 い物 体 は何か ９膜カ欄 じた り開 いたり してレ）る の はな 曹か？
萄 エ ッ ク リ ン 分 泌、 闘 口 分 泌 （エ ク ソ サ イ トー シ ス） 、 膜 動 輸 送、 シ ナ プス、 神 経
伝達物質など
⇒ いく ら（魚 の卵）、 両 生類 の卵な どを類推 可能
＜行 動 とし て期 待す る事 項＞
まず図Ａ でア ポクリ ン分泌 腺を 認識 しな がら、 隣に 添付 され た写 真と の類似 僅 に気づく竈
・図 Ｂ～Ｄ の横 に滋 んだ 写真 の構造 体 について、 そ の構 造 と機能 の 持徴 を学習・討論 する。
・図 Ａ と 同様 の関係 を 図 Ｂ～Ｄ の 横の の欄 に対比 でき る もの を各自 で探 して みる箏
・ で きれ ば、 デジタ ルカメ ラ （又 は 携帯 カ メラ でもよ い） で写 真 に撮り、 互 いに拷ち 寄っ
て グル ー プ全員 で見 れる よう にす る。
学 生一 人 ひ とりカミ、 そ れら の 形態 と 機能 につい て どう いう点 に興 味を 拷っ たかをお 互い
に 紹 介 し 討 論 す る。
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